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※平成25年3月、福井県と福井市は共同で県都デザイン戦略を策定しました。本プロジェクトレポートは、県都デザイン戦
略の各プロジェクトの進捗や関連する事業、イベント等についての各種情報を掲載し、県民、市民の皆様へお伝えするこ
とを目的として、随時発行していきます。

県都デザイン戦略プロジェクトレポート第2号では、県都デザイン戦略に基づいて実施した、平成25年度の主
な事業の進捗と、平成26年度の予定についてレポートします。

福井城山里口御門の復元整備
櫓門・棟門・土塀の復元形態が明らかになりました
福井城址公園整備の先行整備の一環として、５月から基
本設計を進めてきた福井城山里口御門について、御門の形
態や外観が明らかになりました。
設計や復元工事に対して助言をいただくため、福井工業
大学吉田純一教授を委員長として、5 人の専門家からなる
「福井城山里口御門復元考証専門委員会」を設置。今年度
は平成 25 年 8 月 1 日（木）、10 月 24 日（木）、平成 26
年 2 月 14 日（金）の 3 回の委員会を開催し、設計を進め
ました。
設計にあたっては、発掘された遺構や、石垣に残る痕跡、
古写真や絵図等の史料を基に柱の位置や屋根、扉の外観を
分析し、復元形態を決めていきました。
中核となる櫓門は、高さ約 8m、幅約 11m、奥行き約
5.5m であり、屋根は笏谷石の石瓦、外壁は漆喰塗りで格
子窓を設けています。棟門は高さ約 3.6m、枡形や石垣上
の土塀には笏谷石の石瓦に加えて、笏谷石の腰板が貼られ
ていました。
平成 26 年度は、引き続いて、御門の構造や材料を詳細
に検討し、実施設計に着手します。また、周辺の石垣につ
いても土質調査等を踏まえ、修復範囲や修復工法について
詳細に検討していきます。

詳細は　http://www.pref.fukui.jp/doc/sokou/kennto/yamazato.html
山里口御門の復元予想図
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中央公園周辺再整備事業

中央公園及びその周辺部の基本計画・基本設計を完了しました。市民ワークショップ（平成25年10月5日（土）、
11 月 30 日（土））、公園の利用法を考えるピクニック社会実験（10 月 19 日（土））の開催や、パブリックコメ
ントなどによる市民の皆様からのご意見を踏まえ、さらに都市デザインや歴史の専門家等からなる「専門家会議」
で議論を行い、提案を受けた上で計画を取りまとめました。
「福井城址公園」の一部であると同時に、市の中心部にある公園として、歴史の見せ方を工夫し、歴史を偲ぶ
空間、市民が憩う空間、活動の場としての空間を調和させました。
平成２６年度は、第１期整備範囲の実施設計と、公園外周の土塁や隣接道路の路上駐車場、野外ステージの
撤去工事を行います。

基本計画・基本設計を完了しました

遺構を活かした歴史の表現
①城址への眺望を楽しむ二の丸
②一部掘り下げて石垣を復元、触れて体験できる堀跡
③御座所輪郭の表示や西側の堀跡の表現により歴史を偲ぶ
三の丸

市民が多様に利活用できるオープンスペースの形成
①大人数のイベントに利用可能な二の丸と堀跡北側部分の
フラットな芝生広場（約 3,500 ㎡）
②テラスをステージに、ステップを座席に見立てて様々なイベ
ントに利用可能なサンクンガーデン（堀跡の掘り下げ部分）
③御座所庭園跡であることを活かし、落ち着いたイベント
に利用可能な三の丸北側広場

計画の考え方

福井市役所本館

順化公民館

福井市役所別館

ベンチ

■サンクンガーデン

■園路
藩主の登城道をイメージ

■石垣を復元

■ビジターセンター
情報発信、休憩、トイレ

■三の丸西側の
　堀跡の表現

御座所の廊下をイメージ
■園路

■御座所の輪郭などを表示

■遊具
遊歩道

■ドライファウンテン

■カフェ

既存イチョウ

■遊歩道

■桜のトンネル

■笏谷石+ライン照明
　により堀のラインを表示

道路

二の丸堀跡三の丸

築山
縁台

第一期整備範囲図
：整備範囲
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足羽山・足羽川周辺空間再形成基本構想

足羽山・足羽川周辺の自然や歴史・文化等の地域資源を活かし、市民や観光客にとって魅力的な空間づくりを
目的とした「足羽山・足羽川周辺空間再形成基本構想」がまとまりました。
公募による「ワークショップ」や「市民意識調査」等のご意見を参考に、有識者等で構成する「策定委員会」や「作

業部会」での議論を踏まえ、策定しました。
「市民活動の促進」「誘客力の強化」「回遊性の向上」の 3 つの視点に基づき、足羽山・足羽川周辺に 5 つのゾー
ンを設け、それぞれの特徴や地域資源を活かし、磨きをかけることで魅力的な空間を形成することとしています。
今後は、この構想に基づき、市民と行政が目標を共有しながら協働することで、実現に向けた取組を進めると

ともに、地域資源を活かした市民活動が活発に展開されることを期待します。

基本構想がまとまりました

ステーション

・・・石碑等

・・・銅像

・・・路線バス

・・・バス停

・・・コミュニティバス
・・・バス停

凡例

観光情報や移動手段の案内等を
行うまちなか観光ステーション

基本構想の全体像

・グリフィス記念館の整備
・食の観光誘客施設の整備
・落ち着きあるまちなみの
形成

食と華やぎのおもてなし空間

・歴史資源を活かした
地域づくりの推進

・歴史と文化の親水空
間整備

湊と人の賑わい空間

・住民主体の寺町･商い空間再生
・文化や芸術に触れる機会の充実
・歴史を通じた郷土愛の醸成と
学ぶ場の整備
・歴史的建築物を活かした賑わい
とくつろぎの創出
・散策ツールの充実と景観整備

歴史と文化の学び空間

・河川空間の環境保全と利活用の機運醸成
・まちなか観光発信機能の設置
・河川空間の賑わい創出と親水空間整備

自然と水辺の憩い空間

仮設デッキ等の
整備イメージ

・足羽山のビジターセンター設置
・まちなかの自然を活かした学ぶ場の充実
・眺望を活かした空間づくり
・足羽山の魅力を活かした景観形成

空と森の出会い空間

展望白山テラスに
設置するカフェの
イメージ

福井藩お雇い外国人グリフィスの居宅
をイメージし、平成 26 年より整備事
業を実施します。グリフィスの功績や
近代福井の歴史を学ぶ場を提供するほ
か、近代洋風建築の雰囲気を活かした、
憩いとくつろぎの場を提供します。

グリフィス記念館
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「福井城址周辺地区」都市デザインコンペ入選発表

えちぜん鉄道と福井鉄道福武線の相互乗り入れ関連事業
である福井鉄道仁愛女子高校電停の改修が終わり、2月22日、
仁愛女子高校で竣工式が開かれ、福井市長をはじめ関係者約
100人が出席、完成を祝いました。
以前のホームは1964年に設置され、幅が約80cmと狭く、
柵や屋根もありませんでしたが、昨年 11 月からの全面改修
により、ホームは幅約 2mに拡幅、スロープなどでバリアフ
リーにも対応し、柵や上屋、ベンチ、照明、内照式の時刻表
掲示板等を設置し、利便性と安全性を向上しました。
デザインにあたっては、同校生徒の意見も取り入れたほか、
緑のシンボル軸であるフェニックス通りにふさわしい電停と
するために、市景観審議会による協議・調整を行いました。
今後、市役所前、公園口、木田四ツ辻の 3 電停も順次改
修していく予定です。

2 月 22 日、新デザイン電停の竣工式3月 29 日、広場完成式
福鉄・仁愛女子高校電停が完成由利公正広場の整備

福井県総合政策部交通まちづくり課　TEL : 0776-20-0724　E-mail : kotsuka@pref.fukui.lg.jp
福井市総務部総合政策室　　　　　　TEL : 0776-20-5283　E-mail : sougou@city.fukui.lg.jp

発行

「県都デザイン戦略」に掲げた「地域の歴史を実感できる
まち並みの形成」のため、由利公正居宅跡に近い足羽川の幸
橋南詰上流側に、幕末・明治初期の偉人の旧跡を巡るまちな
か散策スポットの一つとして、由利公正広場を整備しました。
この広場には、中央公園から移設した由利公正像のほか、
由利公正の説明板や周辺観光案内板、「議事之体大意」（五箇
条の御誓文の原案）の展示、ベンチ等を設置しました。
3 月 29 日（土）の完成式では、知事、福井市長をはじめ
関係者や地域住民約100名が出席し、完成を祝いました。
地域のシンボルとして、毛矢出身の由利公正を偲ぶこと
のできるスポットとして、地域の皆様に愛される広場となる
ことを期待しています。

福井城址周辺地区を対象とした ( 財 ) 都市づくりパブリックデザインセンター主催の全国コンペ、第 16 回「まちの活性化・
都市デザイン競技」について、31作品の応募があり、6点の入選作が発表されました。

関連情報

関連行事・イベント情報

由利公正広場完成式の様子 竣工式の様子 改修された仁愛女子高校電停

詳細は（財）都市づくりパブリックデザインセンターHP　http://udc.or.jp/activities/design/design16_kekka.html

上旬 中旬 下旬

4
月

5
月

一般参加可能

福井鉄道ドイツ製車両「レトラム」
運行開始（4/12）

桜のライトアップ（4/1 ～）

ふくい春まつり（4/1 ～ 4/30）

超フェス（詳細はhttp://chofes.net）
（5/4）

越前時代行列（4/12）

○

4/12 から運行する「レトラム」


